












































































































































































































































































































































































































































































1622～1671（元和～寛文） 37 42 79
1672～1721（延宝～享保） 40 99 139
1722～1771（享保～明和） 36 76 112
1772～1821（明和～文政） 107 141 248
1822～1871（文政～明治） 76 283 359
1872～1921（明治～大正） 37 209 246
不　　　明 75 30 105



















































































































































































































































































































































































































































































































































































享保7年（1722） 59％ 工0％ 1・ギ・・％
宝暦～享和（1751～1803）64％ 31％ ・プ　ー
文化～天保（ユ804～1843）・・ジ・・劣 4％ 一
弘化～慶応（1844～1867）・・ジ・・％ ・グ　ー
明治初年（1868～　　） ・・ジ・・％ ・％1一1
日本教育史資料，明治36年（1903）文都省刊，石川謙≡寺小屋・昭和35年を参照し，表を簡単
にする為多少手を加え旭
表3 文化・文政期（1800年代）江戸寺小屋の地域分布
A地域
B地域
C地域
21校以上
10～20校
10未満
日本箪京橋，芝，下谷，浅草深川
下町一商業関係考多シ
趨町，神田，麻布，小石川，本郷，本所
武家屋敷，奉公人，住宅と商店，町人住居が入交っている
赤坂，四谷，牛込
武士居住地
　r山手辺……士族ノ輩多クコノ土二住セリ・一・手本中ミ商売往来ミノ如キハ
適切ナラズトシテ，カエツテ千字文，唐詩選等ヲ好ムノ風アリシ……マタ算
数ノ如キハコレヲ学ブ，ハナハダ多カラザリシトイフ
　下町辺……町人スナハチ商エノ徒ヲ影多ナリトス・一・手本中ミ商売往来ミノ
ゴトキハ，ハナハダ必需ニシテ……シタガツテ算術ヲ学ブ老スコブル多カリシ
ハ，モチロンナリトス」と　ミ欝綴季教育法及維持法取調書ミは記している。
　ソロバン教育の内容は
ヂ．ぶ1－1デlllllllll1
　相場割　……5．7劣　　　　　　天元術　……O，9％
　利息算　一・・1．3％
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という程度で，八算・見一までで，開平・開立などは殆んど行われなかった。
従って寺小屋，ソロバン師匠が普及して往来物の需要が増大したが，それは八
算見一と相場割り程度だけを載せた手軽な小冊子で充分な状態であったので
ある。江戸時代後半からは，寺小屋等の教育機関，容易な往来物の刊行によっ
て，ソロバソ学習者数はめざましく急増していった。そして今やソロバソは商
人のみならず
　r六ツ七ツの年より能師匠を頼，算筆を可為習」ミ農民竈建往来ミ
　「幼少のときより親・師のをしえを守り……いろは四十八字を揚……粕・干
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’・〒ベシ旦ウ‘オザ呈1サ　鰯の送状等可習……夜はソロバソの稽古をこたるべからず」ミ浜庇小児教種ミ
　安政五年（1858）
にみられるように農山村・漁村にもひろがっていった。しかも女子にも及ん
だ。良家の娘は勿論のこと，ミ独寝ミが
　「奈良の遊里にては，女郎共習字・算用を習う。町人の妻とたりたる時の準
　備なり……」
と記しているほどに，庶民すべてにとって欠かすことの出来ない技能となった
のである。
　商人達の旺盛な活動がソロバンを通じて我が国の数学を育て引き上げると同
時に，国民全体に計算能力を植えつけた功績は偉大であった。しかしその功績
は中途半端に終り，我が国の数学も，庶民の計算能力も，今一歩進めて，芸，
技能以上のものに押し上げることが出来なかった。もっと計算術と数学を相接
近させることすらなかった。こ棚まどに発展した計算技能と，学門としての数
学が分離併存Lたままに終った点に，産業が，技術が科学に反映し，亦科学が
産業，技術の発展を導き出すというバターンの見られない我が国の科学の一特
性を見出すと同時に，いい知れぬもどかしさを感ぜざるを得ないのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1977．9．17）
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注（1〕卯建，ウダチ：建物の外にはり出し，通常防火の為のそで壁といわれているが，
　　本来は板屋根の端を保護し，強風によってまくれ上
　　らぬようにLたものである。京・奈良地方の中世末
　　の町屋に現われた。大のこぎりを使えない時代，板　　　　　　　　’’童しの石
　　を得ることが困難で，代わりに粘土質の土で萬べい
　　をめぐらした。ミ職人尽絵ミの中で檜物師，縫取師，
　　　　　　ム由パカキ　　機織師，向縢師，畳師，樋師の家に見られる。
　（2）コクソ，粉糞，木尿，刻苧：漆に木粉や朽木の盾，セソイ盾などを切って混じた
　　もので，漆器製造の塗り工程に入るまえ，素地の合せ目，問隙などに壊入したり，木
　　節や欠失部を補填するに用い，素地の表面を整え，塗工程を円滑にするものである。
　　　吉日葡辞典。にも一種の膠状の粘着剤，漆，麻布の切ったもので作るとある。
　（3）天明元年（1781），藤井貞資，皇精要算法ミは基礎的な教科書であった。その序に
　　「今の算数に用の用あり，無用の用あり，無用の無用あり，用の用は貿買貰貸，斗
　　斜丈尺，城廓，天官，時目その他，人事に益あるもの，すべてこれなり…・・㌔無用
　　の用は題術及異形の適等無極の術の類これなり竈これ人事の急にあらずといへども
　　講習すれば有用のたすけとなる」と記している。志水の考えに近いものを感ずる。
　　しかLこの意図は数学老達が，どうすれぱ数学が人々に親しまれ覚えられて，役に
　　立っようになるかと，その教育の面から述べられているので，志水燕十の思考に一
　　見類似の呈がみられるが，志水ほどの明確な意識はない。科学に対する認識は欠け
　　ていたといえよう。
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○　日本の数学，小倉金之助，岩波新書（赤版）
○　数学史研究（第一輯），小倉金之助，昭和10年，岩波書店
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附記：本稿校正中，大矢真一氏校註の岩波文庫ミ塵劫記ミが刊行された。是非参照さ
　れたい。
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